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本
市
の
ま
ち
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
な
ど
を
ま
と
め
た
「
第
３
次
村
上
市

総
合
計
画
」
は
、
人
口
減
少
に
起
因
す
る
課

題
に
対
処
し
な
が
ら
、
社
会
変
化
の
潮
流
や

新
し
い
力
を
活
力
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
幸
せ
や
本
市
の
持
続
的
成

長
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の

羅
針
盤
で
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

将
来
像

　

「
笑
顔
」
に
は
、「
元
気
」
や
「
健
康
」、

「
思
い
や
り
」、「
楽
し
さ
」、「
活
力
」
な
ど
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
人
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と

の
象
徴
と
い
え
ま
す
。「
笑
顔
」
に
感
じ
る
姿

や
イ
メ
ー
ジ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
が
、

「
あ
ふ
れ
る
笑
顔
の
ま
ち
村
上
」
は
、
全
て
の

人
が
幸
せ
に
暮
ら
す
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
理

想
の
ま
ち
で
す
。

目
標
と
し
て
私
た
ち
が
目
指
す

ま
ち
の
姿

デ
ジ
タ
ル
基
本
方
針

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
大
き
く

社
会
構
造
が
変
化
す
る
時
代
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
新
た
な
技
術
や
好
機
を
成
長
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
ま
す
。

取
組
を
支
え
る

ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
②

基
本
理
念

　

「
創
る
」「
育
む
」「
広
げ
る
」
の
３
つ
の

要
素
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ど
の
場
面
に
お
い

て
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
、
施
策
や
事

業
の
一
つ
一
つ
に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
共

通
し
た
考
え
方
で
す
。

基
本
目
標

　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
支
え
合
い
が
広

が
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
健
康
で
安
心
で

き
る
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る
体
制

を
整
え
る
と
と
も
に
、
豊
か
で
美
し
い
郷
土

を
守
り
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

す
べ
て
の
取
組
や
施
策
、

事
業
に
通
じ
る
考
え
方

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

基
本
目
標
１

　
子
育
て
と
健
康
の
ま
ち

基
本
目
標
２

　
豊
か
で
安
心
な
ま
ち

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
へ
の
応
援
に
よ
り
、
産
業
の
魅
力
向

上
と
市
内
経
済
の
好
循
環
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
固
有
の
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え
な
が

ら
、地
域
と
協
働
す
る
郷
育
の
推
進
に
よ
り
、

優
れ
た
人
材
の
育
成
と
郷
土
の
誇
り
の
醸

成
、
地
域
の
活
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

多
様
な
人
材
が
活
躍
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
連
携
、
協
働
し
な
が
ら
持
続
・
成
長
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

土
地
利
用
構
想

　

拠
点
地
域
と
市
内
各
地
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
生
活
と
産
業
振

興
の
両
面
か
ら
本
市
の
特
性
に
合
っ
た
も
の

を
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
、
美
し
い
自
然
環

境
や
景
観
な
ど
と
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用

を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
3

　
魅
力
あ
る
賑
わ
い
の
ま
ち

基
本
目
標
4

　
人
が
輝
く
郷
育
の
ま
ち

基
本
目
標
5

　
多
様
性
が
広
が
る
ま
ち

取
組
を
支
え
る

ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
①

第
３
次
村
上
市
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
企
画
戦
略
課
企
画
政
策
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
０)

記
事
ID
０
０
５
１
６
２
１

拠点地域
　中央、南部、北部の３地点とし、サービス
が集積された地域です。

機能別拠点
　観光、産業、スポーツ、文化施設など一定
規模があり、分野に特化した拠点や地域です。

連携
コミュニティ

　複数の近接する集落同士が生活目線で連
携・協力し合う体制です。

変
革
の
時
代
に
向
け
て

方
針
１

　
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
（
境
界
が
な
く
な
る
）

環
境
を
活
か
す

方
針
２

　
誰
も
が
安
心
し
て
新
し
い
技
術
を
使
え

る
よ
う
に
す
る

方
針
３

　
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
見
極
め
る

4-1　学校教育
4-2　生涯学習
4-3　文化芸術
4-4　スポーツ
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将来像

基本計画の体系図
　基本目標を実現するために32の政策分野で施策や事業を進めます。また、各分野ごとに政策の方針や
主要施策、成果指標などをまとめています。

政策分野
3-1　農業
3-2　林業
3-3　水産業
3-4　商工業
3-5　観光
3-6　港
3-7　就労 ・雇用

5-1　共生社会

5-4　デジタル

5-2　地域づくり
5-3　広報広聴

5-5　行政運営

政策分野
1-1　子育て
1-2　健康 ・医療
1-3　高齢者福祉
1-4　障がい者福祉
1-5　地域福祉

2-3　防犯 ・交通安全
2-4　環境・エネルギー
2-5　　生活衛生
2-6　　上下水道
2-7　　河川 ・海岸

2-1　防災
2-2　消防 ・救急

2-8　　道路

2-11　住環境

2-9　　公共交通
2-10　市街地 ・景観

基本目標

１　子育てと　
　　健康のまち

２　豊かで　　
　　安心なまち

基本目標

３　魅力ある　
　　賑わいのまち

４　人が輝く　
　　郷育のまち

５　多様性が　
　　広がるまち



令和４年度

一般会計当初予算は
 340億円　前年度比7.3％（23億円）増

市民1人当たりの予算額は
597,162円

特別会計総額は151億7,079万円３つの公営企業会計

　今なお新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない状況ですが、私たちの社会や暮らしは確実に進歩し、変
化し続けています。
　この状況下で急速に進むデジタル化やエネルギー革新など、さまざまな変革がもたらす生活にもスピーディー
に対応できるように、令和４年度は組織機構を見直し、第３次村上市総合計画のスタートに合わせた予算を計上
し、本市の新たなまちづくりを開始します。

議会費
1億 7,740万円

0.5％
総務費

34億 3,996万円
10.1％

民生費
98億 5,581万円

29.0％

衛生費
30億 4,224万円

9.0％
労働費

6,601万円
0.2％

農林水産業費
27億 9,974万円

8.2％

商工費
14億 6,730万円

4.3％

土木費
45億 3,333万円

13.3％

消防費
16億 7,538万円

4.9％

教育費
31億 8,151万円

9.4％

公債費
35億 2,326万円

10.4％

諸支出金等
2億 3,806万円

0.7％

依存財源
225億9,997万円
66.5％

自主財源
114億3万円
33.5％

市税
66億 345万円

19.4％

繰入金
20億 4,170万円

6.0％

諸収入
9億 6,115万円

2.8％

その他自主財源
17億 9,373万円

5.3％

その他依存財源
20億 3,200万円

6.0％市債
15億 4,600万円

4.5％

県支出金
21億 4,412万円

6.3％

国庫支出金
31億 8,785万円

9.4％

地方交付税
136億 9,000万円

40.3％

歳入総額
340億円

歳出総額
340億円
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諸支出金等
2億 3,806万円
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33.5％
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66億 345万円

19.4％

繰入金
20億 4,170万円

6.0％

諸収入
9億 6,115万円

2.8％

その他自主財源
17億 9,373万円

5.3％

その他依存財源
20億 3,200万円

6.0％市債
15億 4,600万円
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歳出……………  各種経費など市からの
支出

議会費…………  議員の報酬、議会運営
にかかる経費など

総務費…………  市役所の運営、まちづ
くり、防犯、選挙など

民生費…………  高齢者や障がい者福
祉、医療、子育てなど

衛生費…………  検診、予防接種、ごみ
収集・処理など

労働費………… 労働者福祉など
農林水産業費…  農業用施設、林道、農

業・水産業振興など
商工費…………  観光、産業振興、企業

誘致など
土木費…………  道路、河川、公園の整

備・管理など
消防費…………  火災・災害への対応、

救急活動など
教育費…………  学校教育、公民館、図

書館、スポーツ振興な
ど

公債費…………  市の借金（市債）返済
にかかる経費

諸支出金等…… 基金の積立金など

歳入…………………  税金や地方交付税など
の収入

市税…………………  市民税や固定資産税など
繰入金………………  貯金などから調達した

お金
諸収入………………  収入のどの区分にも属

さないお金
その他自主財源……  繰越金や使用料、手数

料など
地方交付税…………  市の財政状況に応じて

国税の一部から交付さ
れるお金

国庫支出金…………  特定の事業経費に充て
るため、国から支出さ
れる補助金など

県支出金……………  特定の事業経費に充て
るため、県から支出さ
れる補助金など

市債…………………  国や金融機関などから
の借入金

その他依存財源……  地方消費税交付金など
自主財源……………  自主的に調達できる財源
依存財源……………  国や県から交付される

財源

用語説明用語説明

　

全
て
の
収
入
と
支
出
を
１
つ
の
会
計
で
扱

お
う
と
す
る
と
複
雑
で
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
の
よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特

定
の
収
入
で
運
営
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
一

般
会
計
か
ら
独
立
さ
せ
て
特
別
会
計
と
し
、

収
支
を
分
か
り
や
す
く
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。 特

別
会
計

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
原
則

と
し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
さ
れ
る
会
計
で

す
。
会
計
方
法
も
他
の
会
計
と
異
な
り
、
そ

の
年
度
の
経
営
損
益
を
示
す 「
収
益
的
収

支
」
と
、
将
来
の
経
営
に
備
え
て
行
わ
れ
る

建
設
改
良
事
業
な
ど
の
資
本
取
引
を
示
す

「
資
本
的
収
支
」に
区
分
し
た
会
計
方
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
資
本
的
収
入
が
資
本
的
支
出
に
不

足
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
会
計
の
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

■ 特別会計 予算額 前年度当初比

土地取得特別会計 499万円 100%

情報通信事業特別会計 3億   500万円 96.8%

蒲萄スキー場特別会計 5,370万円 116.2%

国民健康保険特別会計 54億8,540万円 94.5%

後期高齢者医療特別会計 8億   270万円 103.2%

介護保険特別会計 85億1,900万円 106.7%

■ 上水道事業会計 収　入 支　出
収 益 的 11億7,826万円 10億8,471万円
資 本 的 5億4,923万円 11億4,547万円

■ 簡易水道事業会計 収　入 支　出
収 益 的 3億3,269万円 3億3,269万円
資 本 的 2億   440万円 3億2,171万円

■ 下水道事業会計 収　入 支　出
収 益 的 38億9,000万円 38億9,000万円
資 本 的 35億   897万円 48億5,446万円

上段：款別名称
中断：予算額　
下段：構成比　

上段：款別名称
中断：予算額　
下段：構成比　

342.7

325.6
321.0 317.0

340.0

年度別当初予算（過去５年）単位：億円

Ｈ
30

Ｒ
１

Ｒ
２

Ｒ
３

Ｒ
４

※令和４年３月１日現在の人口で算出

年収が500万円の家計の場合
【収入】
〇 給与 102万円
　 基本給（市税） 97万円
　 諸手当（使用料など） 5万円
〇 パート収入（諸収入など） 14万円
〇 銀行からの借入（市債） 23万円
〇 貯金切り崩し（繰入金） 30万円
〇 親からの仕送り（地方交付税など） 331万円
【支出】
〇 食費（人件費） 96万円
〇 医療費（扶助費） 70万円
〇 借入金返済（公債費） 52万円
〇 光熱水費など（物件費など） 96万円
〇 自宅の改装、車などの買い替え（普通建設事業費） 46万円
〇 子への仕送り（繰出金など） 137万円
〇 貯金（積立金） 3万円

問い合わせ 財政課財務管理室　☎ 53－ 2111（内線 3222） 記事 ID 0055043
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〇 有害鳥獣捕獲の担い手確保事業補助金 137万円
〇 就農支援事業補助金 400万円
◎ 高収益作物等導入モデル実証事業補助金
 500万円
◎ 新潟県版Ｊ－クレジット計画書作成業務委託 384万円
◎ スマート林業推進事業補助金 330万円
◎ 市産材普及促進事業補助金 200万円

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

子育てと健康のまち

人が輝く郷
さと

育
いく

のまち

豊かで安心なまち

魅力ある賑わいのまち

多様性が広がるまち

pickup

pickup

pickup

pickup

pickup

屋内遊び場の開設　　3,481万円

ＩＣＴを活用した教育環境整備　　1億3,962万円

廃棄物処理施設閉鎖事業　　3億3,967万円

産業支援プログラム事業補助金　　1,100万円

コンビニ交付システムの導入　　4,715万円

　４月１日から開設した親子が安心して遊べる屋内遊び場
において、今後更に遊具や設備の充実を図る。

　ＧＩＧＡスクール構想により教育におけるＩＣＴ環境の整備が進み、
この環境を生かした学習内容やデジタル教材の活用を図り、子どもたち
の学力と好奇心が高まる教育に取り組む。

　旧ごみ処理場敷地内にある残
ざん

渣
さ

撤去と旧ごみ処理場の解体を
進め、荒川郷最終処分場の埋立てを完了する。

　創業や新製品の開発、主力製品の販路拡大などの取組を支援する。

　コンビニ交付システムの導入により閉庁時間帯や市外でマイナ
ンバーカードを利用して各種証明書の交付を可能とすることで市
民の利便性向上を図る。

5村上市が
取り組む つのテーマ

〇 ファミリー・サポート・センター利用助成事業
 132万円
◎ 多子世帯の学童保育所利用料の軽減制度 456万円
◎ 小児科・産婦人科オンライン相談事業
 211万円
◎ 不育症治療費助成事業 100万円
◎ 妊産婦の医療費助成事業 1,223万円
〇 保育士資格取得支援補助金 114万円
〇 特定健診・特定保健指導事業 2,855万円
◎ 臨床研修医確保支援事業 730万円

※ スクールバス運行範囲の拡大 3億2,443万円
※ 休日部活動の地域移行に向けた環境整備 529万円
〇 小・中学校コミュニティ・スクールの設置 254万円
※ 就学援助費の援助費目の拡充 157万円
◎ 中学校施設の大規模改修事業設計業務委託 1,540万円
〇 放課後の子どもたちの居場所づくり 164万円

※ 避難行動要支援者の避難支援体制づくり 394万円
※ 自主防災組織補助金の拡充 150万円
〇 救急救命士等の養成と技術向上 392万円
〇 高規格救急自動車および救命資機材の更新 3,330万円
〇 防犯灯のＬＥＤ化 5,376万円
〇 住宅用太陽光発電システム設置費補助金 440万円
〇 木質バイオマスストーブ設置費補助金 100万円
〇 水道台帳システム構築事業 5,722万円
◎ スマート水道メーター実証実験事業 231万円
〇 村上浄化センター改築更新事業 8億1,100万円

○ 人権啓発事業 620万円
○ むらかみ学生応援便事業 1,037万円
○ 結婚新生活支援補助金 360万円
○ 交付金による地域組織活動支援 6,000万円
※ 集落支援員の配置 2,473万円
○ 地域おこし協力隊による活動 2,614万円

◎ 後期高齢者医療人間ドック健診費用助成事業
 250万円
※ 介護職員人材確保推進事業 283万円
〇 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な事業
 566万円
◎ 市民後見人育成支援事業 251万円
◎ 軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業 100万円
◎ 障がい者基幹相談支援センターの設置 2,783万円
〇 生活困窮者自立支援事業 3,009万円

〇 国指定史跡の保存・整備の推進 6,543万円
◎「伝統的建造物群保存地区」制度の導入
 783万円
◎ 体育施設長寿命化計画策定業務委託 970万円
○ スケートボードの次世代アスリートの育成
 714万円

〇 南大平・蒲萄地区集排施設機能強化事業
 8,250万円
〇 普通河川滝矢川改修事業 7,607万円
〇 普通河川堆積土砂撤去事業  2,973万円
〇 市道藤沢停車場線桃崎人道橋修繕事業
 1億3,100万円
〇 地域公共交通活性化協議会負担金 7,110万円
〇 歴史まちづくり建造物外観修景事業等補助金
 4,339万円
〇 都市計画道路南中央線の整備 384万円
〇 空き家バンク移住応援補助金 400万円

〇 新規漁業就業者支援事業費補助金 120万円
◎ 瀬波船だまりの堆積物浚

しゅんせつ

渫事業 9,500万円
〇 住宅リフォーム事業補助金 6,000万円
〇 サテライトオフィス等設置促進事業補助金
 100万円
〇 ふるさと納税寄附者返礼品代 1億3,200万円
〇 観光プロモーション事業委託 330万円

〇 市報作成に係る経費 1,794万円
〇 ホームページ運用に係る経費 206万円
◎ 公式LINE導入業務委託 400万円
◎ デジタル化推進事業 2,393万円
〇 情報通信施設の維持管理（神林・朝日・山北地域）
 2億6,175万円

主な事業概要
◎は新規事業、○は継続事業、※は拡充事業

住民票
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対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
妊
産
婦

※ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
や
県
障
・
県

親
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
対
象
外

で
す

　 

受
給
者
証
の
交
付
申
請

　

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
受
給
者
証
の

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
届
出
書
、
健
康
保
険
証
、
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

※ 

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
母
子

健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
お
持
ち
の
人
の
み
）
を
ご

持
参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　 

対
象
者

　

不
育
症
治
療
な
ど
を
受
け
た
夫
婦
（
事
実

婚
も
含
む
）
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

・ 

夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
市
内
に
住
所
を

有
す
る
人

・ 

医
師
に
よ
り
不
育
症
と
診
断
さ
れ
、
治
療

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・ 

他
の
市
区
町
村
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な

い
人

　 

助
成
の
内
容

　

次
の
不
育
症
治
療
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用

に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。
助
成
金
額
は
、
１

回
の
治
療
期
間
ご
と
に
３
分
の
２
で
す
。（
限

度
額
10
万
円
）

・ 

不
育
症
治
療
お
よ
び
診
療
に
か
か
る
保
険

　
安
心
し
て
妊
娠
期
を
過
ご
し
、
出
産
に
備
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
ま
す

　
不
育
症
治
療
を
希
望
さ
れ
る
夫
婦
に
対
し
て
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
安
心
し
て
治
療
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す 妊

産
婦
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

不
育
症
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
１)

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
室

記
事
ID
０
０
６
４
７
３
４

問
い
合
わ
せ
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
２)

記
事
ID
０
０
６
５
５
２
１

　 

助
成
対
象
期
間

　

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
出

産
（
流
産
し
た
日
・
死
産
し
た
日
）
の
翌
月

末
日
ま
で
で
す
。

　

他
の
市
町
村
に
お
い
て
、
妊
娠
の
届
け
出

を
し
た
人
は
転
入
の
届
け
出
を
し
た
日
の
翌

日
か
ら
が
助
成
対
象
で
す
。

　 

助
成
対
象
期
間

　

保
険
診
療
に
よ
る
受
診
分
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
額
か
ら
、

次
の
一
部
負
担
額
を
除
い
た
金
額
を
助
成
し

ま
す
。

診
療
費
の
一
部
負
担
金

・ 

保
険
診
療
適
用
外
の
医
療
費
お
よ
び
不
育

症
治
療
の
た
め
の
処
方
箋
に
よ
る
院
外
調

剤
費
用

※ 

不
育
症
治
療
な
ど
に
直
接
関
係
の
な
い
費

用
・
処
方
箋
に
よ
ら
な
い
医
薬
品
な
ど
は

除
き
ま
す

　

不
育
症
の
診
断
を
す
る
た
め
の
検
査
を
開

始
し
た
日
か
ら
当
該
不
育
症
治
療
に
係
る
最

初
の
妊
娠
に
よ
る
出
産
、
流
産
も
し
く
は
死

産
し
た
日
ま
た
は
医
師
の
判
断
に
よ
り
治
療

が
終
了
し
た
日
ま
で
で
す
。

　

新
潟
県
不
育
症
検
査
費
用
助
成
の
対
象
者

は
、
市
に
申
請
す
る
前
に
「
新
潟
県
不
育
症

検
査
費
用
助
成
」の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
費
用
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額

の
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。

１
回
の
治
療
期
間
と
は

　 

助
成
の
内
容

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
受
給
者
証
を
提

示
す
る
こ
と
で
一
部
負
担
金
の
み
の
支
払
い

で
済
み
ま
す
。

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
受
給
者
証
を
提

示
し
な
か
っ
た
場
合
や
県
外
医
療
機
関
で
の

受
診
の
場
合
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

受
給
者
証
、
健
康
保
険
証
、
医
療
機
関
な

ど
が
発
行
し
た
領
収
書
、
振
込
を
希
望
す
る

口
座
な
ど
が
分
か
る
も
の

　 

変
更
の
手
続
き

　

受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
姓
、
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

・
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き

・ 

出
産
が
予
定
よ
り
も
早
く
（
遅
く
）
な
っ

た
場
合
や
流
産
な
ど
を
し
た
た
め
に
助
成

対
象
期
間
が
変
わ
る
と
き

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　 

申
請
手
続
き

　

4
月
1
日
以
降
に
受
け
た
不
妊
治
療
な
ど

に
係
る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
と
な
り

ま
す
の
で
必
要
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、
申

請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

村
上
市
不
育
症
治
療
費
助
成
金
交
付
申
請

書
・
保
険
医
療
機
関
等
証
明
書

・ 

治
療
・
検
査
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
、

明
細
書
の
写
し

・
印
鑑

・ 

新
潟
県
不
育
症
検
査
費
用
助
成
を
受
け
た

場
合
は
、
決
定
通
知
書
の
写
し
、
助
成
検

査
受
検
証
明
書
の
写
し
（
該
当
者
の
み
）

・ 

助
成
金
の
振
込
を
希
望
す
る
口
座
な
ど
が

分
か
る
も
の

・
両
人
の
戸
籍
謄
本（
事
実
婚
で
あ
る
場
合
）

・
両
人
の
住
民
票
（
事
実
婚
で
あ
る
場
合
）

・ 

事
実
婚
に
関
す
る
申
立
書
（
事
実
婚
で
あ

る
場
合
）

申
請
時
に
必
要
な
も
の

　　　　　　1日530円
　　　　　　※ 自己負担額が530円に満たない場合は

当該自己負担額
　　　　　　※ 同一の医療機関において１カ月に５回

目以降は無料
　　　　　　1日1,200円
　　　　　　※ 標準負担額減額認定証の交付を受けて

いる場合は、食事代を合わせて助成
　　　　　　無料
　　　　　　1日250円

通院

入院

調剤薬局
訪問看護
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市
で
は
、
市
内
の
介
護
人
材
の
確
保
を
図

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
を
進

め
る
た
め
に
「
村
上
市
介
護
人
材
確
保
推
進

事
業
給
付
金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
4

月
か
ら
、
給
付
金
の
対
象
と
な
る
要
件
を
拡

大
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
、

緊
急
通
報
装
置
な
ど
を
貸
与
し
、
自
宅
で
の

急
病
や
火
災
な
ど
が
発
生
し
た
時
に
、
電
話

回
線
に
よ
り
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
直
通
で
つ

な
ぎ
、
迅
速
な
救
護
体
制
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

・ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
ま
た
は
高

齢
者
の
み
の
世
帯

・ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
障
害
者(

※)

世
帯

ま
た
は
重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯

・
高
齢
者
と
重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯

　

 （
※
）重
度
障
害
者
…
身
体
障
害
者
手
帳
1

お
よ
び
2
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
人

　

利
用
者
の
身
体
状
況
な
ど
に
よ
り
、
利
用

料
金
が
決
ま
り
ま
す
。

　

貸
与
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
介
護
高
齢
課

高
齢
者
支
援
室
ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
室

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

利
用
料
金

申
請
・
問
い
合
わ
せ

村
上
市
介
護
人
材
確
保
推
進
事
業

給
付
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す

4
月
か
ら
要
件
を
大
幅
に
拡
大

問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
介
護
保
険
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
１
０
～
３
４
１
２)

記
事
ID
０
０
２
９
４
７
２

問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
０)

記
事
ID
０
０
５
４
５
７
２

　 

支
給
要
件
と
支
給
額

　

大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
翌
年
度
に
新
た
に

市
内
の
介
護
事
業
所
に
就
職
す
る
（
し
た
）、

も
し
く
は
市
外
の
介
護
事
業
所
か
ら
市
内
の

介
護
事
業
所
へ
転
職
す
る
（
し
た
）
人
に
は

20
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

す
で
に
市
内
の
介
護
事
業
所
に
勤
め
て
い

る
人
に
は
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
社

会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
す
で
に

お
持
ち
で
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
人

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
今
後
新
た
に
取
得

し
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
人

　

市
外
の
介
護
事
業
所
か
ら
市
内
の
介
護
事

業
所
に
転
職
す
る
、
も
し
く
は
す
で
に
市
内

の
介
護
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
人
に
は
５
万

円
を
支
給
し
ま
す
。

　

市
外
の
介
護
事
業
所
か
ら
市
内
の
介
護
事

業
所
に
転
職
す
る
、
も
し
く
は
す
で
に
市
内

の
介
護
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
人
に
は
3
万

円
を
支
給
し
ま
す
。

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
を
今
後
新
た
に

受
け
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
人

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
今
後
新
た
に
受

け
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
人

緊急通報システムイメージ図

設置する機器およびサービス内容

貸与する機器 サービス内容

緊急通報装置

本体機器
　緊急ボタンを押すとコールセンターにつながります。（24
時間対応）状況に応じてご家族や協力員※１に連絡したり、
必要に応じて救急車を要請します。また、相談ボタンを押す
と健康上の相談などもできます。

ペンダント型装置
　緊急ボタンがついている「ペンダント型」の装置です。家
の中どこでも持ち運びが可能で、防水機能付きなので、お風
呂でも使用できます。

安否センサー
（居間や寝室、玄関などに設置）

　赤外線センサーで利用者の動きを感知し、一定時間利用者
に動きがない場合には、自動でコールセンターに通報します。

火災警報器
（寝室など１カ所に設置）

　煙を感知すると警報音と同時に自動でコールセンターに通
報します。

※１協力員…緊急時に対応できる近所の人など。申請時に２名以上登録していただく必要があります

「
家
で
突
然
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
助
け
て
く
れ
る
人
を
呼
べ
る
だ
ろ
う
か
」

「
ボ
タ
ン
を
押
し
て
救
急
車
を
呼
ん
で
も
ら
い
家
族
に
も
連
絡
を
取
っ
て
ほ
し
い
・・・
」

「
離
れ
て
暮
ら
す
父
や
母
に
何
か
あ
っ
た
ら
心
配
・
・
・
」

 

こ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
え
る

　

 

高
齢
者
や
ご
家
族
に
お
応
え
す
る
の
が

　給付金の支給を受けるには「勤務を三年間以上継続すること」
などの要件があります。詳しくはお問い合わせください。

これまで（３月まで）の要件

4月から新たに拡大された要件

資格・支給要件 支給額
介護福祉士、介護支援専門員、社
会福祉士のいずれかの資格をすで
にお持ちの人

20万円
① 上記資格を有し、大学な
どを卒業して新たに市内の介
護事業所へ就職する人
② 上記資格を有し、市外の
介護事業所から市内の介護事
業所へ転職する人

資格・支給要件 支給額
介護福祉士の資格を新たに取得す
る人

10万円① 市内の介護事業所に勤務
している人で上記資格を取得
した人

介護福祉士実務者研修を新たに受
ける人

５万円
① 上記研修を修了し、市外
の介護事業所から市内の介護
事業所へ転職する人
② 市内の介護事業所に勤務
している人で上記研修を修了
した人

介護職員初任者研修を新たに受け
る人

３万円
① 上記研修を修了し、市外
の介護事業所から市内の介護
事業所へ転職する人
② 市内の介護事業所に勤務
している人で上記研修を修了
した人
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４
月
は
村
上･

荒
川･

神
林
地
域

で
実
施
し
ま
す

特
定
健
診･

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

年
に
１
回
の
健（
検
）診
を
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回
）

問
い
合
わ
せ
環
境
課
生
活
環
境
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
１
）
記
事
ID
０
０
６
４
８
７
２

問
い
合
わ
せ
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
３
）
記
事
ID
０
０
５
５
０
２
１

・ 

必
ず
犬
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
来

て
く
だ
さ
い
。

・ 

危
な
い
の
で
小
さ
い
お
子
さ
ま
を
連
れ
て

来
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

集
合
注
射
会
場
で
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

の
猶
予
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・ 

犬
の
飼
い
主
や
登
録
事
項
な
ど
の
変
更
、

犬
が
死
亡
・
行
方
不
明
の
場
合
は
、
環
境

課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活

室
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

■ 

特
定
健
康
診
査

■ 

基
本
健
康
診
査

■ 

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

【
集
団
健
診
】
５
月
下
旬
～
６
月
下
旬

【
30
歳
代
】　

1
５
０
０
円

以
降
、
市
国
保
加
入
者

【
40
～
44
歳
】　

５
０
０
円

【
45
～
69
歳
】
１
５
０
０
円

【
70
～
74
歳
】　

５
０
０
円

【
75
歳
以
上
】　
　

   

無
料

　

各
種
国
保
組
合
加
入
者
、
社
会
保
険
被
扶

養
者
で
40
～
74
歳
の
人
は
「
特
定
健
診
受
診

券
（
集
合
Ｂ
）」
が
あ
れ
ば
集
団
健
診
を
受
診

で
き
ま
す
。

・ 

施
設
健
診
（
40
歳
以
上
の
市
国
保
加
入
者

で
厚
生
連
村
上
総
合
病
院
に
て
受
診
す
る

人
は
希
望
に
よ
り
前
立
腺
が
ん
検
診
も
追

と
き

対
象
年
齢
・
料
金

そ
の
他

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
飼
い
主
は
、
ど
の
会
場
で
も
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

朝
日
・
山
北
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
も
、
次
の
会
場
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良

い
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
５
月
に
実
施
す
る
朝
日
・
山
北
地
域
の
詳
し
い
日
程
は
、
市
報

む
ら
か
み
５
月
１
日
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
あ
っ
た
人
に
、
全
地
区
分
の
日
程
や
会
場
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
案
内
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
下
さ
い
。（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
地
区
別
に
ご
案
内

し
ま
す
）

　

ま
だ
、
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
で
市
の
健
（
検
）
診
を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

感染予防のため、マスクの着用
やうがい、手洗いなどの感染対
策、咳エチケットにご協力くだ
さい。発熱などの症状・体調が
すぐれない人はご来場をお控え
ください。

 当日の持ち物
お知らせはがき

・ 登録がある飼い主に送付したもので
す。押印と問診記入を忘れずにお願
いします。

・ はがきが手元にない人でも接種する
ことができます。ただし、書類の記
入をお願いします。
手数料（犬１頭につき）

・登録済み　3,250円
　（注射済票交付手数料＋注射料）
・新規登録　6,250円
　（登録料＋注射済票交付手数料＋注射料）
※おつりのないようにお願いします

■村上地域（問い合わせ先 環境課生活環境室　☎53－2111 内線3311）
日にち 注射会場 時間

４月５日㈫

旧山辺里小学校前 午前 9時00分～ 9時40分
村上農村環境改善センター前 午前10時00分～10時30分
鋳物師集落開発センター前 午前10時45分～10時55分
門前公民館前 午前11時10分～11時20分
馬下集落ふれあいセンター前 午後 1時10分～ 1時20分
早川集落ふれあいセンター前 午後 1時30分～ 1時40分
吉浦集落開発センター前 午後 1時50分～ 2時00分
柏尾集落開発センター前 午後 2時10分～ 2時20分
ＪＲ間島駅前 午後 2時30分～ 2時40分

４月７日㈭

岩船地域コミュニティセンター （岩船連絡所）前 午前 9時00分～ 9時40分
岩船下大町公民館前 午前 9時55分～10時30分
瀬波湯けむり会館（瀬波温泉観光案内所）脇 午前10時50分～11時20分
瀬波地域コミュニティセンター前 午後 1時00分～ 1時50分

4月９日㈯ 市役所（本庁）車庫前 午前10時00分～午後3時00分

■今後の予定
地域 日にち

山北地域 5月10日㈫・11日㈬
朝日地域 5月17日㈫・18日㈬・19日㈭

■荒川地域（問い合わせ先 荒川支所地域振興課市民生活室　☎62－3103）
日にち 注射会場 時間

4月27日㈬ 荒川地区公民館 午前 9時00分～11時00分
4月28日㈭ 荒川地区公民館 午前 9時00分～11時00分

■神林地域（問い合わせ先 神林支所地域振興課市民生活室　☎66－6112）
日にち 注射会場 時間

4月12日㈫

上助渕コミュニティセンター前 午前 9時20分～ 9時50分
有明集落開発センター前 午前10時00分～10時20分
桃川公会堂前 午前10時30分～10時45分
神林農村環境改善センター前 午前10時55分～11時30分

4月14日㈭

川部集落開発センター前 午前 9時00分～ 9時20分
平林ふれあいセンター前 午前 9時35分～ 9時55分
牛屋公民館前 午前10時10分～10時30分
福田集落開発センター前 午前10時40分～11時00分
塩谷中央公民館前 午前11時10分～11時30分
塩谷松和町集会所前 午前11時40分～正午

加
で
き
ま
す
。
予
約
制
）
は
10
月
～
12
月

末
日

・ 

個
別
健
診
（
40
歳
以
上
の
市
国
保
加
入

者
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
加
入
者

で
、
医
療
機
関
に
て
受
診
す
る
人
）
は
５

月
～
１
月
末
日
に
お
い
て

【
40
～
44
歳
】　

５
０
０
円

【
45
～
69
歳
】
１
５
０
０
円

【
70
～
74
歳
】　

５
０
０
円

【
75
歳
以
上
】　

 

無
料
（
個
別
の
み
）

 

で
受
診
で
き
ま
す

■ 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　(

肺
が
ん
・
結
核
検
診)

４
月
上
旬
～
６
月
下
旬　

【
40
歳
以
上
】
無
料

と
き

対
象
年
齢
・
料
金

■ 

胃
が
ん
検
診

　

４
月
上
旬
～
９
月
中
旬

【
40
～
69
歳
】
１
２
０
０
円

【
70
歳
以
上
】　
　
　

無
料

■ 

大
腸
が
ん
検
診

　

４
月
上
旬
～
10
月
中
旬

【
40
～
69
歳
】
５
０
０
円

【
70
歳
以
上
】　
　

無
料

※
申
込
者
に
大
腸
が
ん
容
器
を
送
付
し
ま
す

■  

子
宮
頸
が
ん
検
診

【 

車 

】
４
月
上
旬
～
9
月
中
旬

※ 

乳
が
ん
検
診(

車)

と
同
日
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

【
施
設
】
7
月
中
旬
～
12
月
中
旬

※
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
20
～
68
歳
】　

・
車
検
診　
　
　

９
０
０
円

・
施
設
検
診　

２
０
０
０
円

【
70
歳
以
上
】　
　
　

無
料

※ 

年
度
内
に
偶
数
年
齢
に
な
る
人
が
対
象
で

す と
き

対
象
年
齢
・
料
金

と
き

対
象
年
齢
・
料
金

対
象
年
齢
・
料
金

■ 

乳
が
ん
検
診

【 

車 

】
４
月
上
旬
～
9
月
中
旬

※ 

子
宮
頸
が
ん
検
診
（
車
）
と
同
日
に
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
施
設
】
６
月
中
旬
～
12
月
中
旬

※
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
40
歳
代
】　
　
　

１
８
０
０
円

【
50
～
68
歳
】　
　

１
０
０
０
円

【
70
歳
以
上
】　
　
　
　
　

無
料

※ 

年
度
内
に
偶
数
年
齢
に
な
る
人
が
対
象
で

す
■ 

セ
ッ
ト
検
診

　

５
月
中
旬
～
下
旬

市
国
保
加
入
者

【
40
～
44
歳
】　

２
２
０
０
円

【
45
～
64
歳
】　

３
２
０
０
円

　

各
種
国
保
組
合
加
入
者
、
社
会
保
険
被
扶

養
者
で
40
～
64
歳
の
人
は
「
特
定
健
診
受
診

券
（
集
合
Ｂ
）」
が
あ
れ
ば
セ
ッ
ト
健
診
を
受

診
で
き
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
全
て
同
日
に

受
け
る
健
診
で
す
。

と
き

対
象
年
齢
・
料
金

と
き

対
象
年
齢
・
料
金

そ
の
他
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がん検診は対象年齢に該当す
れば、加入している健康保険
の種類に関らず受診できます。



創夢の実現を応援！産業支援プログラム事業補助金
業や販路開拓などの取組を支援します！

問い合わせ 地域経済振興課経済振興室　☎ 53－ 2111（内線 3611） 記事 ID 0053546

春スローガン　見落とすな　横断歩道の「渡るよサイン」
の全国交通安全運動が実施されます

問い合わせ 市民課生活人権室　☎ 53－ 2111（内線 2233） 記事 ID 0065590

権４月から３つの事務が移譲されます
限移譲により県の事務の一部が市へ

問い合わせ 企画戦略課企画政策室　☎ 53－ 2111（内線 3810） 記事 ID 0065510

中職場体験！企業や事業所を募集
学生に職場を体験させてください

問い合わせ 学校教育課教育総務室　☎ 72－ 6882 記事 ID 0048811

　４月６日㈬～15日㈮
　交通事故死ゼロを目指す日　４月10日㈰

　令和３年中、県内では交通事故で47人が亡くなり、
そのうち17人は歩行者で、うち８人が横断中に事故
に遭いました。

■ 横断歩道では歩行者優先
　歩行者が横断しようとしている「信号機のない横断
歩道」において一時停止した車は、新潟県では37.3％
にとどまっています。通学路や学校付近など、子ども
の行動範囲では、歩行者の急な動きに対応できるよう、
速度を控えて安全運転を心掛けましょう。

■ 歩行者も安全確認を
　歩行者も交通ルールを守ることに加えて、道路を横
断するときは、運転者に「渡るよサイン」で横断する
意思を伝え、安全を確認してから横断しましょう。

期間

運動の重点

　市では、市民の皆さんの利便性向上と自立的な行政運営の推進のため、これまで県が行っていた事務や権限の
一部について、県から移譲を受けています。令和４年度からは、新たに次の事務・権限の移譲を受けました。

　地域の将来を担う子どもたちを「地域の子どもは地
域のみんなで育てる」ために、家庭・地域・学校の三
者の連携をもとに、キャリア・スタート・ウィークを
実施します。
　将来、社会へ羽ばたく中学生への支援として、職場
体験活動を受け入れていいただける企業や事業所を募
集します。

　詳しくは市のホームページをご覧ください。

　市内における新たな創業、商品開発・販路開拓のた
めの事業に対して、補助金を交付します。
（令和４年度中に実施・完了する事業が対象）

　4月15日㈮～
受付開始■ 安全運転意識の向上

　県内では、18年連続で高齢者の交通事故死者数が
全体の半数を超えています。高齢の歩行者や自転車に
乗っている人を見かけたら、安全な間隔を保ち減速す
るなど減速など、優しい運転を心掛けましょう。
　高齢者の皆さんは、運転する際、補償運転を心掛け
ましょう。補償運転とは「体調が優れないときは運転
しない」「夜間や悪天候では運転を控える」「慣れない
道は避ける」など、常に気を配り、余裕をもって運転
することです。

■ 悪質な運転の根絶
　令和３年中、県内では飲酒運転による人身事故が
38件発生し、３人が亡くなっています。運転手も周
囲の人も「飲酒運転を絶対にしない、させない」を徹
底しましょう。
　また、あおり運転は大変危険です。運転中は冷静に、
譲り合う気持ちを持ちましょう。

■ 自転車の交通ルール順守の徹底と安全確保
　自転車を安全に利用するために「自転車安全利用五
則」を守りましょう。
　① 自転車は、車道が原則、歩道は例外
　② 車道は左側を通行
　③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　④  安全ルールを守る（飲酒運転や二人乗り、並進

の禁止など）
　⑤ 子どもはヘルメットを着用

　中学生の「社会に対応する能力、主体的に自分の進
路を選択・決定できる能力、社会人・職業人として自
立できる能力」を育てるため、実際に社会に出て職場
体験活動をする期間のことです。いつもたくさんの事
業所からご協力いただいています。

学校名 実施予定期間 人数

村上東中学校 ６月21日㈫～23日㈭ 53

村上第一中学校 ６月28日㈫～30日㈭ 79

岩船中学校 ７月26日㈫～28日㈭ 13

山北中学校 ７月26日㈫～28日㈭ 22

朝日中学校 ９月５日㈪～７日㈬ 45

荒川中学校 ９月27日㈫～29日㈭ 59

神林中学校 10月12日㈬～14日㈮ 50

キャリア・スタート・ウィークとは

令和４年度職場体験（中学２年生）予定表

対象事業・対象経費 補助率・補助額 対象者
販路開拓きっかけづくり事業
モール型ECサイト出店にかかる初期費用、パッケージ改
良、ＷＥＢページ作成、商談会・見本市などへの参加に
係る経費、設備導入費、施設改修費　など

２分の１または３分の２以内 ※
上限30万円

市内の農林漁業者、
中小企業者など

人材育成サポート事業
① 人材育成講座などへの参加
② 経営相談、専門家の受入、セミナーの開催

２分の１以内
① 上限１人２万円
② 上限５万円

創業応援事業
市内で新たに創業を行う事業

２分の１または３分の２以内 ※
上限50万円 創業予定者

まちなか景観魅力アップ事業
景観の魅力向上や地域文化に配慮した施設や設備の整備

２分の１以内
上限100万円 商店街団体など

※市内に本店のある業者に発注した経費の補助率は３分の２以内になります

事務・権限の名称 事務内容 移譲前の県の担当窓口 移譲後の
市の担当窓口

火薬類取締法に関する事務
・火薬類の製造許可
・火薬類の販売営業許可
・立入検査など

防災局消防課予防係 消防本部予防課
☎53-7222

猟銃などの規制事務
・猟銃などの製造許可
・猟銃などの販売事業許可
・立入検査など

防災局消防課予防係 消防本部予防課
☎53-7222

農地転用に関する事務（４ha
以下、再生可能エネルギー法
関係）

・ 再生可能エネルギー発電
設備整備計画の協議に対
する同意など

農地部農地管理課
農用地調整係

農業委員会事務局
（神林支所）
☎66-6120
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申請する際は、
必ず事前にご相
談ください



①  

③  

②  

　自らの発想で自主的にまちづくりに取り組む団体や個人に
対して助成を行う「あらかわみらいファンド助成事業」で、
令和３年度助成８団体が事業報告を行いました。
　切田集落の「KITTA盛り上げ隊」は、鯉のぼりを活用し
た集落の賑わいづくりや地区の子ども全員に法被風Ｔシャツ
を配布し、故郷への愛着心を高めました。発表した冨樫さん
は「これからも集落を元気にする取り組みを続けていきたい」
と話してくれました。

3/13 やる気！元気！夢がいっぱい
あらかわみらいファンド助成事業報告会（あらかわ地区まちづくり協議会）

　北京2022オリンピック冬季競技大会スノーボード男子ハーフパイプに兄
弟で出場し、金メダルを獲得した平野歩夢選手、ハイエアーで世界記録を樹
立した平野海祝選手が市役所を訪れ、市長を表敬訪問しました。市役所ロビー
で行われた歓迎セレモニーでは、職員から両選手に花束を贈呈。市長は「市
民を代表して二人の活躍に感謝を伝えたい。本当に感動をありがとうござい
ました」と歓迎のメッセージが送られ、両選手からはそれぞれ大会の報告が
行われました。

3/10 感動をありがとう！兄弟揃ってふるさとに凱旋！
平野歩夢選手・平野海祝選手が表敬訪問（村上市役所）

▲鯉のぼりを使った集落の賑わいづくりを発表

　村上市の次代を担う若手農業者６名と北陸農政局新潟県拠
点が村上市神林支所を会場にオンラインで意見交換会を行い
ました。
　会議では、今後導入が見込まれるロボット技術や情報通信
技術を活用したスマート農業の現状や課題の説明のほか、市
の農業における地域毎の実情や導入できる園芸作物は何かな
ど活発な意見交換が行われました。

3/8 これからの村上の農業を考える
若手農業者との意見交換会（村上市神林支所）

▲これからの農業を真剣に考える若手農業者たち

《平野歩夢選手》
　「小さい頃からの夢をつかむ」とい
う姿を皆さんに届けられたのは、周り
の人たちの応援やサポートの協力があっ
たからです。これからも引き続き自分
の新たな目標に向かってチャレンジし
ていきたいなと思っています。

《平野海祝選手》
　ソチオリンピックを見て自分も夢を
持ち、それから８年。これまで頑張っ
てきて、そして兄弟で村上市を盛り上
げることができました。周りのサポー
トや協力をいただいたこと、テレビや
ＳＮＳなどをとおして村上市民の皆さ
んが応援してくれたことに勇気づけら
れました。感謝しています。ありがと
うございました。

記事 ID 0055297…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中

屋事故を防ぐための安全対策設備
根雪下ろし命綱固定アンカー設置工事の一部を補助します

問い合わせ 都市計画課建築住宅室　☎ 53－ 2111（内線 5311） 記事 ID 0065413

毎毎月開催している普通救命講習をご存知ですか
月第3日曜日に定期普通救命講習会を実施しています

問い合わせ 村上市消防署防災安全室　☎ 53－ 7224 記事 ID 0028627

　市に住民登録をしている人で市税などを滞納してい
ない人

　市内に存在する自己所有もしくは二親等以内の親族
が所有する戸建て住宅（延床面積２分の１以上を住宅
とする併用住宅含む）、付属屋（住宅と一体に利用し
ている車庫、倉庫、物置など）

　屋根雪下ろし時の転落事故
を防止するために行われる以
下の安全対策工事
① 命綱固定アンカーを
　 設置する工事
② 転落防止柵を設置す
　 る工事
③ 上記①、②に付随す
　 る固定式昇降用ハシ
　 ゴなどの設置工事

対象者

対象住宅

対象工事

毎月第３日曜日　午後１時30分～４時30分
※事前に応急手当WEB講習を受講した人は
　午後２時30分～４時30分

村上市消防本部３階　講堂

小学生以上　先着10人
※小学生は保護者同伴でお願いします

普通救命講習Ⅰ（３時間コース）
心肺蘇生・AED使用・異物除去および止血法　

無料（受講後に修了証を発行します）

　申し込み人数が少ない場合や災害などにより、開催
が次月に延期される場合があります。

とき

ところ

対象

内容

受講料

その他

　対象工事費の３分の１（補助上限額10万円）

　５月２日㈪～11月30日㈬

　令和５年２月28日㈫

　申請を希望する場合は、申請用紙などを送付します
ので、お問い合わせください。（施工業者による代理
申請も可能です）

・ 屋根形状によっては、アンカーの設置が困難な場合
がありますので、ご相談ください。

・個人（自分）での施工は対象外です。

補助金の額

申請受付期間

実績報告期限

申請方法

その他

・ 講習前２週間程度の体温測定と、受講中のマスク着
用をお願いしています。

・感染防止のため、人工呼吸の講習は実施致しません。
・ 体調不良や14日以内に県外への往来がある人は、

受講の自粛をお願い致します。

　パソコンやスマートフォンなどから応急手当の基礎
知識を、映像をとおして学ぶことができる講習です。
　動画視聴後の修了テストで合格すると受講証明書が
発行されますので、印刷するか携帯電話で撮影(スク
リーンショット可)し当日持参してください。
　WEB講習受講からおおむね１カ月以内に救命講習
を受講してください。

新型コロナウイルス感染症対策について

※応急手当WEB講習（e-ラーニング）とは

WEB講習の受講は市ホー
ムページのこちらから
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検
定
有

効
期
間
満
了
（
製
造
か
ら
８
年
間
）

が
近
づ
い
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

が
必
要
な
ご
家
庭
に
は
、
市
が
依
頼

し
た
水
道
工
事
事
業
者
が
伺
い
、
交

換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
交
換
費
用

は
無
料
で
す
。

作
業
期
間
（
予
定
）
６
月
～
11
月

　

上
下
水
道
課
業
務
室

　

（
☎
66
‐
６
１
９
０
）

記
事
ID

０
０
５
２
０
９
２

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

　

こ
の
募
金
は
植
樹
や
森
づ
く
り
活

動
、
緑
の
少
年
団
の
育
成
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
緑
化
活
動
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
５
月
31
日

ま
で
家
庭
や
学
校
な
ど
で
募
金
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
市
内
の
募
金
成
果

　

３
０
９
万
９
２
２
１
円

　

農
林
水
産
課
林
業
水
産
振
興
室

　

（
市
役
所
本
庁　

３
５
２
２
）

森
林
の
伐
採
を
行
う
場
合 

伐
採
届
が
必
要
で
す

　

市
内
で
森
林
の
伐
採
を
行
う
場

合
、
30
日
前
ま
で
に
伐
採
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
市
へ
の
届
け
出
は
不
要
で
す
。

・
国
有
林
や
保
安
林
内
で
の
伐
採

・ 

村
上
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

森
林
以
外
で
の
伐
採
（
庭
木
、
公

園
内
、
道
路
敷
な
ど
）

※ 

国
有
林
や
保
安
林
内
で
伐
採
す
る

場
合
は
、
国
（
下
越
森
林
管
理
署

村
上
支
署
）
ま
た
は
新
潟
県
（
村

上
地
域
振
興
局
）
へ
届
け
出
が
必

要
で
す

　

農
林
水
産
課
林
業
水
産
振
興
室

　

（
市
役
所
本
庁　

３
５
２
２
）

記
事
ID

０
０
５
７
６
３
６

記
事
ID

０
０
３
０
５
３
４

空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

空
き
家
バ
ン
ク
で
は
、
市
内
に
あ

る
空
き
家
を
募
集
し
、
村
上
市
へ
の

移
住
や
市
内
で
の
転
居
を
考
え
て
い

る
人
な
ど
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
空

き
家
を
お
持
ち
の
人
も
、
お
探
し
の

人
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
自
治
振
興
室

　

（
市
役
所
本
庁　

５
１
１
０
）

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
慰

労
金
を
支
給
し
ま
す

　

 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
を
介
護

し
て
い
る
家
族

　

▼ 

市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
在
宅
の
人

　

▼
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
人

　

▼ 

過
去
１
年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
な
か
っ
た
人

　

※
入
院
し
た
場
合
は
対
象
外

　

▼
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

支
給
額　

10
万
円
（
年
額
）

※ 

在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
手
当
の
支
給
額
を
差
し
引
い

た
額
を
支
給
し
ま
す

　
　

介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室

　

（
市
役
所
本
庁　

３
４
２
１
）

記
事
ID

０
０
５
４
４
０
８

記
事
ID

０
０
３
４
５
４
２

４月１日から屋内遊び場を
開館します

障がい者基幹相談支援セン
ターを開設しました

　子育て支援の充実を図るた
め、旧神納東小学校の体育館
に屋内遊び場を開館いたしま
す。詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。
　こども課子育て政策室
　（市役所本庁　2510）

　基幹相談支援センターは、障がいを
持っている人やその家族を支援するた
めの中心機関です。
　子どもから大人まで障がいの種類に
関わらず相談を受け付けます。相談支
援専門員をはじめ、さまざまな関係者
とともに、より良い支援に努めます。

　４月１日㈮～

　市役所本庁１階

　月～金曜日
　午前８時30分～午後５時15分
　※祝日・年末年始を除く
　 村上市障がい者基幹相談支援セン

ター（☎75－5830）

開設日

ところ

利用時間
記事ID 0065308

記事ID 0053955

・固定資産税…（１期）

今月の市税などの納期限
５月2日（月）

「くらし」「もよおし」「相談」�
など、さまざまな情報をお届け

お知らせ
新型コロナウイルス感染症の状況に
より、中止や延期、内容を変更する
場合があります。
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家族葬ホールもございます（20名まで）

〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉



関川村入湯税条例の改正に伴い
荒川いこいの家の入浴料金が変わります

介
護
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
を 

募
集
し
ま
す

　

介
護
事
業
所
の
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
介
護
分

野
で
の
就
職
を
考
え
て
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
資
格
者

　

 　

介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門

員
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
管

理
栄
養
士
、
栄
養
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

調
理
師
な
ど

登
録
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ

　

 　

市
に「
登
録
申
込
書
兼
同
意
書
」

を
提
出
し
、
そ
の
後
、
事
業
所
か

ら
採
用
し
た
い
登
録
者
に
対
し
て

連
絡
を
行
い
ま
す
。

 

市
が
就
職
先
の
斡
旋
を
行
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、就
職
・

転
職
活
動
を
よ
り
効
果
的
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
ほ
か
の
職
業
紹
介
も
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
室

  

（
市
役
所
本
庁

３
４
１
０
）

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

「
月
額
１
万
６
５
９
０
円
」
で
す

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

記
事
ID

０
０
５
６
６
３
２

記
事
ID

０
０
５
１
１
５
１

郵
送
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
る
ほ
か
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
納
付
で
き
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

新
発
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
（
☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８
）

　

市
民
課
市
民
年
金
室

 

（
市
役
所
本
庁

２
２
１
２
）

高
齢
者
の
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
費

を
助
成
し
ま
す

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　

▼ 

市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
在
宅
の
人

　

▼
介
護
認
定
を
受
け
た
人

　

▼ 

常
時
失
禁
状
態
で
排
尿
、
排
便

な
ど
に
介
助
が
必
要
な
人

助
成
額
（
月
額
）

　

▼ 
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
要
介
護

４
ま
た
は
５
の
人　
　

５
千
円

　

▼ 

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
要
支
援

１
～
要
介
護
３
の
人　

３
千
円

　

▼ 

市
民
税
課
税
世
帯
の
要
支
援
１

～
要
介
護
５
の
人　
　

２
千
円

助
成
券
で
購
入
で
き
る
も
の

　

 　

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
、

使
い
捨
て
手
袋
、
清
拭
剤

　

 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

記
事
ID

０
０
５
４
９
８
９

　
　

介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室

 

（
市
役
所
本
庁

３
４
２
１
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

県
で
は
銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
す
る

た
め
の
登
録
審
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
会
場
・
審
査
日

　

▼ 

新
潟
会
場
（
県
庁
行
政
庁
舎
ま

た
は
職
員
会
館
）

　
　

 

４
月
21
日
㈭
、
８
月
18
日
㈭
、

11
月
17
日
㈭
、
令
和
５
年
１
月

19
日
㈭

　

▼
長
岡
会
場（
長
岡
地
域
振
興
局
）

　
　

 

６
月
16
日
㈭
、
10
月
20
日
㈭
、

令
和
５
年
２
月
16
日
㈭

審
査
時
間

　

▼
午
前
10
時
～
正
午

　

▼
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 

美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
銃
砲

刀
剣
類
を
所
有
し
、
登
録
審
査
を

受
け
て
い
な
い
人

 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

新
潟
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
課

（
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
６
１
９
）

事
業
者
向
け
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

５
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬

　

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時

村
上
税
務
署

各
日
15
人
（
先
着
順
）

 

各
開
催
日
１
週
間
前
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

村
上
税
務
署
法
人
課
税
部
門

 

（
☎
53
‐
３
６
６
４
）

要
介
護
認
定
申
請
の
際
に
は
「
医
療

保
険
証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

要
介
護
認
定
申
請
を
行
う
際
、
こ

れ
ま
で
は
認
定
を
受
け
る
人
が
40
歳

以
上
64
歳
以
下
で
あ
る
場
合
に
限
り

「
医
療
保
険
証
」
が
必
要
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
、
認
定
を
受
け
る
40
歳

以
上
の
全
て
の
人
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
室

 

（
市
役
所
本
庁　

３
４
１
０
）

記
事
ID

０
０
２
４
０
３
４

募
集

第
８
弾
新
潟
む
ら
か
み
学
生
応
援
便

あ
な
た
に
ま
ご
こ
ろ
届
け
隊

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し

な
い
中
、
新
し
い
環
境
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
本
市
出
身
の
大
学
生
な
ど
へ

市
の
特
産
品
な
ど
を
送
り
ま
す
。

 

今
年
度
大
学
な
ど
に
入
学
し
た
市

出
身
の
新
一
年
生

　

※ 

一
時
的
に
帰
省
し
て
い
る
人
も

含
み
ま
す

 

４
月
11
日
㈪
～
５
月
10
日
㈫
ま
で

の
間
に
専
用
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
民
課
自
治
振
興
室

　

（
市
役
所
本
庁

５
１
１
０
）

荒
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
者
募
集

　

名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
清
流
「
荒

川
」を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
29
日
（
金
・
祝
）

　

午
前
９
時
～
11
時

集
合
場
所　

　

▼ 

荒
川
地
区
側　

左
岸
荒
川
橋
上

流

　

▼ 

神
林
地
区
側　

右
岸
荒
川
橋

下
・
旭
橋
下
・
川
部
地
区
高
水

敷 記
事
ID

０
０
５
３
６
１
３

持
ち
物　

長
靴
、
軍
手

 

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

「
清
流
」
荒
川
を
考
え
る
流
域
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
藤
田
☎
62
‐
１

７
６
７
）

村
上
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
の 

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

学
校
の
放
課
後
な
ど
に
子
ど
も
た

ち
と
体
を
動
か
し
た
り
、
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
し
た
り
し
て
、
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

６
月
～
令
和
５
年
２
月

実
施
校
（
実
施
場
所
）

　

▼
村
上
小
学
校
（
同
校
）

　

▼
村
上
南
小
学
校
（
同
校
）

　

▼ 

瀬
波
小
学
校
（
瀬
波
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

▼
岩
船
小
学
校
（
同
校
）

　

▼ 

山
辺
里
小
学
校
（
村
上
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

 

活
動
日
や
回
数
、
支
援
内
容
な
ど

は
、各
実
施
場
所
で
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

村
上
地
区
公
民
館

 

（
☎
53
‐
２
４
４
６
）

記
事
ID

０
０
５
７
５
８
１

区　分 変更前 変更後
市在住で60歳以上の人 300円 400円
市在住で満65歳以上の
運転経歴証明書所持者 0円 100円

　介護高齢課高齢者支援室（市役所本庁　3421）

記事ID 0052266７月１日から

献血のご案内
　 　４月18日㈪
　 株式会社新潟ジャムコ
　 　午前９時30分～11時30分
　 村上市役所
　 　午後１時30分～４時
　 保健医療課健康支援室
　 　（市役所本庁　2433）

身体障がい者の人などの自動車税種別割が減免できます
　 身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精

神障害者保健福祉手帳を持っている人が利用
する自動車で、一定の要件を満たすもの

　※既に減免を受けている自動車は申請不要
　４月１日㈮～５月31日㈫
　※土・日曜日、祝日を除く

　 申請希望日の前日（閉庁日を除く）までに電
話で事前予約を行ってください。

　 持ち物や減免要件など詳しくは、県ホームペ
ージをご覧になるかお問い合わせください。

　　新発田地域振興局県税部村上収税課
　　（☎52－7922）
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〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉

縄文の里・朝日 イベント情報

　　４月29日(金・祝)～５月１日㈰
　　５月３日(火･祝)～５日(木・祝）
　　午前９時～午後２時
　内容　 弓矢ストラックアウト、食

べ物コーナー　など
　　 イベントにより別途料金がかる

ものもあります。
　　縄文の里・朝日（☎72-1577）

　春木山遺跡、高平遺跡、奥三面遺
跡群からの出土品を中心に下越地域
の縄文文化を紹介します。
　　４月22日㈮～９月25日㈰
　　午前９時～午後４時30分
　　縄文の里・朝日　企画展示室
　　大人400円、高校生以下100円
　　※常設入館料含む

下越地域共催企画展
地味にすごい！下越の縄文時代

春まつり　縄文ピクニック



親子で遊べる広場へ行こう
も
よ
お
し

「
ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
神
林
」
公
開
の

お
知
ら
せ

　

天
文
台
の
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
な
ど

で
、
土
星
や
火
星
な
ど
の
惑
星
、
月
、

流
星
な
ど
の
天
体
を
見
ま
せ
ん
か
。

 

４
月
～
11
月
の
主
に
第
２
・
４
金

曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

　

※ 

５
月
か
ら
８
月
は
午
後
７
時
30

分
～
午
後
９
時
30
分

ポ
ー
ラ
ー
ス
タ
ー
神
林

講�

師　

天
体
写
真
家
・
天
文
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー　

沼
澤
茂
美 

氏

記
事
ID

０
０
５
５
２
９
４

　

小
学
生
以
上

大
人
１
０
０
円　

小
人
50
円

　

※ 

市
外
の
人
は
大
人
３
０
０
円
、

小
人
１
０
０
円

 

神
林
支
所
産
業
建
設
課
産
業
観
光

室
（
☎
66
‐
６
１
１
４
）

木
原
木
山
（
神
林
地
域
）
の 

自
然
観
察
会

　

春
の
草
花
や
小
鳥
の
鳴
き
声
、
神

納
平
野
の
眺
望
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

４
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

※
小
雨
決
行

　
［
集
合
時
間
］
午
前
８
時
50
分

　
［
集
合
場
所
］ 
２
９
０
号
河
内
入
口

駐
車
場

20
人
（
先
着
順
）

５
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

　

※
高
校
生
以
下
は
無
料

 

４
月
10
日
㈰
ま
で
に
FAX
ま
た
は
は

が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
わ
ふ
ね
自
然
愛
好
会
（
富
樫

　

 

☎

73
‐
１
３
４
８　

〒
９
５
８

‐
０
２
１
３　

早
稲
田
１
９
６
２

‐
47
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
～
音
の
玉
手
箱

　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
～

４
月
24
日
㈰　

　
［
開
場
］
午
後
１
時　

　
［
開
演
］
午
後
１
時
30
分

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

出�

演
者　

鈴
木
典
子
（
ピ
ア
ノ
）、
中

山
郁
子
（
エ
レ
ク
ト
ー
ン
）

曲�

目
（
予
定
）　

さ
く
ら
（
独
唱
）、

愛
を
込
め
て
花
束
を
、
竈
門
炭
治

郎
の
う
た
な
ど

無
料
（
限
定
30
席
）

　

※ 
全
席
指
定
、
座
席
の
指
定
は
で

き
ま
せ
ん

【
整
理
券
配
布
※
１
人
２
枚
ま
で
】

　

４
月
６
日
㈬　

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

電
話
予
約
も
可
能
で
す
。

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 
 

（
☎
52
‐
０
２
０
１
）

講
座･

教
室

プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り 

「
水
中
運
動
教
室
」

　

 

５
月
10
日
～
10
月
11
日
の
毎
週
火

曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
８
月
は
休
み

朝
日
き
れ
い
館
プ
ー
ル

65
歳
以
上
の
人

　

※ 

高
血
圧
や
腰
痛
な
ど
の
疾
病
の

あ
る
人
は
、
主
治
医
の
許
可
を

得
て
く
だ
さ
い

15
人
（
先
着
順
）
※
新
規
優
先

無
料

　

※
別
途
き
れ
い
館
入
館
料
が
必
要

 
４
月
20
日
㈬
ま
で
に
ウ
ェ
ル
ネ

ス
む
ら
か
み
（
☎
52
‐
６
３
１
１
）

ス
ポ
ー
ツ

フ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

 

４
月
７
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
の
木
曜
日　

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
50
分

村
上
体
育
館

１
回　

１
０
０
円

　

※
会
員
、
小
学
生
以
下
は
無
料

内�

容　

卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

　

※
時
間
内
の
入
退
出
は
自
由

　
　

用
具
の
貸
し
出
し
あ
り

 

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み

 

（
☎
52
‐
６
３
１
１
）

教育情報センター 情報ひろば
　４月９日㈯・24日㈰
　　①午前10時30分～10時50分
　　②午後２時30分～２時50分
　80人（先着順）
　�新型コロナウイルス感染防止対策により、内容
を短縮して上映します。
　教育情報センター（☎53－7511）

プラネタリウム（短縮版）

子育て支援センター（広場）　 記事ID 0052919

児童館　 記事ID 0052906

　中央図書館
　 ４月５日㈫・９日㈯・12日㈫・16日㈯・

19日㈫
　午前11時～
　中央図書館（☎53－7511）

　４月23日㈯
　中央図書館
内容
・おはなしワールド(絵本の読み聞かせ)
　　午前11時～11時30分
・小学生向けのブックリスト
　「いい本見つけた2022年版」の展示
　 各イベントの詳細は、図書館ホームペ

ージまたはチラシをご覧ください。

子どもに本を！
子ども読書の日2022

図書館読み聞かせ日程

　市内には、７カ所の子育て広場と４カ所の児童館があり、未就学の乳幼児と保護者を対象に遊びや交流
の場を提供しています。無料で利用でき、広場が開いていない時間帯も、電話などで子育ての相談を受け
付けています。

名称・実施場所 子育て広場 赤ちゃん向け広場
※おおむね１歳まで

山辺里子育て支援センター
　☎53－1577
　　（山辺里保育園 日下1241-2）

せせらぎ広場
【月～土曜日】
 午前９時30分～11時30分

【土曜日】
 午後１時30分～３時

赤ちゃん広場

【月・水・金曜日】
 午後１時30分～３時

上海府子育て支援センター
　☎58－2026
　　（旧上海府保育園 吉浦1456-1）

きらきら広場
【月～土曜日】　　 午前９時30分～11時30分
【火・木・土曜日】午後１時30分～３時

荒川子育て支援センター
　☎62－2456
　　（あらかわ保育園 坂町1804-2）

にこにこキッズ
【月～金曜日】
 午前９時30分～11時30分

ぴよぴよルーム
【火・水・木曜日】
 午後１時30分～３時

神林子育て支援センター
　☎66－7297
　　（旧西神納保育園 九日市356-4）

ひまわり広場
【月～土曜日】
 午前９時30分～11時、午後１時30分～３時

朝日子育て支援センター
　☎72－1230
　　（旧三面保育園 中新保50-3）

なかよし広場
【月～金曜日】
 午前９時30分～11時30分

赤ちゃん広場
【火・木曜日】
 午後１時30分～３時

山北子育て支援センター
　☎77－3998
　　（旧山北おおぞら保育園 勝木730）

どんぐりの森
【月～金曜日】
 午前９時30分～11時30分、午後１時30分～３時

子育て支援センターたんぽぽ
　☎52－4431
　　（村上いずみ園 山居町2-10-23）

たんぽぽ広場
【月・火・木曜日】午前10時～11時30分

名　　称 所　在　地 電話番号
二之町児童館 二之町1-10 ☎53－3323
南町児童館 南町2-11-58 ☎53－3077
瀬波児童館 瀬波上町4-1 ☎53－4130
岩船児童館 岩船上大町2-23 ☎56－8787

新型コロナウイルス感染症対策のため開設内容
（利用者カード記入、時間、予約制など）を変更
して実施していますので、各広場に電話などでお
問い合わせの上、利用してください。

　こども課子育て支援室（市役所本庁　2551）

かたるんカフェ（認知症カフェ）で気軽に
語り合いませんか 記事ID 0035578

　４月26㈫　午後１時30分～３時30分
　マナボーテ村上２階
　無料
　 ご本人、ご家族、認知症に関心のある人など
　 申し込みは不要です。直接会場へお越しくだ

さい。
　介護高齢課地域包括支援センター
 （市役所本庁　3431）

高平遺跡出土品が新潟県の文化財に指定されました　　　　　　　　 　　　　　　　記事ID 0065572

　新潟県文化財保護審議会の答申を受け、高平遺跡出土品853点（土器
119点、土製品89点、石器645点）が新潟県有形文化財（考古資料）に
指定されました。これにより、市内の県指定文化財は11件、考古資料と
しては、樽口遺跡、元屋敷遺跡出土品に続き３件目となります。
　高平遺跡は、縄文時代中期（4～５千年前）の遺跡で、山辺里地区の高
平集落付近にあります。平成９・10年度の発掘調査で遺跡から大量に出
土した火炎土器を始めとする土器群、土偶などの土製品、石鏃などの石
器が指定を受けました。遺跡や出土品など詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。 　生涯学習課文化行政推進室（☎53－7511）

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

む
ら
か

み

子
育

て
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スマホでいつでもどこでも「市報むらかみ」が見られる
「マチイロ」アプリを右のＱＲコードからダウンロード！



 

入
社
し
て
何
年
目
で
す
か

　

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
創
業
か
ら
30
数
年

と
、
こ
の
地
域
で
は
ま
だ
新
し
い
会
社
で
す

が
、
多
く
の
お
客
さ
ま
に
来
社
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
地
域
に
根
付
い
た
仕
事
が
評
価

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

入
社
の
き
っ
か
け
は

　

こ
れ
ま
で
の
事
務
経
験
を
生
か
し
、
子
ど

も
の
成
長
を
近
く
で
見
な
が
ら
働
け
る
環
境

を
探
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
子
ど
も
の
通

う
小
学
校
と
職
場
が
近
い
の
で
、
学
校
の
行

事
や
子
ど
も
の
急
な
体
調
不
良
の
と
き
な
ど

は
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
の
で
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
で
す
。

 

仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

来
客
対
応
や
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
書
類
作
成

を
主
に
し
て
い
ま
す
。
請
け
負
っ
て
い
る
工

事
ご
と
に
必
要
な
書
類
を
作
成
し
て
現
場
へ

提
出
し
ま
す
。
中
に
は
従
業
員
の
個
人
情
報

や
工
事
の
見
積
も
り
な
ど
で
数
字
を
扱
う
こ

と
も
多
い
の
で
、
書
類
の
取
り
扱
い
に
注
意

を
払
い
な
が
ら
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
正

確
な
処
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

 
女
性
と
し
て
働
く
環
境
は
　

　

い
つ
も
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

は
育
児
経
験
者
な
の
で
、
急
な
子
ど
も
の
用

事
な
ど
に
も
理
解
が
あ
り
、
そ
の
都
度
お
互

い
が
サ
ポ
ー
ト
し
あ
っ
て
柔
軟
な
対
応
を
し

て
く
れ
ま
す
。
働
き
や
す
く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

村上市食材PRプロジェクト
こちらで村上の食材を紹介しています。

フ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
て
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

 

村
上
市
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は

　

岩
船
駅
前
に
あ
る
「
柳
庵
」
さ
ん
で
す
。

子
ど
も
の
誕
生
会
や
お
祝
い
事
な
ど
が
あ
る

と
家
族
で
よ
く
行
き
ま
す
。
大
将
も
女
将
さ

ん
も
と
て
も
気
さ
く
な
方
で
、
お
店
の
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
も
良
く
、
行
く
た
び
に
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
目
標
は

　

高
齢
化
が
進
み
若
い
人
が
少
な
い
山
北
地

域
で
す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
愛
着
の
あ
る
地

元
。
少
し
で
も
山
北
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
仕
事
の
面
で

は
、
こ
の
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
会
社
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
社
員
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

高橋工業株式会社
（勝木755）
☎77－2963

　今月は、平成２年設立以来、住宅や大型商
業施設、マンション建築などを請け負う高橋
工業㈱さんを取材。髙橋社長が自ら足を運び
仕事を受注する姿に魅せられた社員が集まり、
現在社員は28人（うち女性４名）。
　今回、お客さまと現場の両方をサポートす
る谷井さんにお話を伺いました。

村上の食材
を使った

今月のレシピ♪

根菜の味噌
キーマカレー

【材料（２人分）】 ☆＝村上の食材

　合挽き肉･･････････150㌘
　大根･･･････････････ ６㌢
☆里芋（小）･･････････ ６個
　玉ねぎ･････････････ ２個
　にんにく･･･････････ １片

カレー････････････１/２箱
サラダ油･････････大さじ１
バター･･･････････大さじ１
味噌･････････大さじ１～２

①  大根は皮を剥いてイチョウ切り、玉ねぎは縦薄切り、にん
にくはみじん切りにする。

②  鍋にサラダ油とバター、にんにくと玉ねぎを入れて弱火で
よく炒める。

③  合挽き肉を入れてよく炒め、規定量の水（分量外）と大根、
里芋を入れて柔らかくなるまで煮込む。

④  カレールーを入れて混ぜ溶かし、味噌を入れ溶かす。

Point!Point!
味噌は一番最後に溶かし入れる。
ナンにつけて食べるのもgood！

生まれ育った地元山北の活性化に
貢献したい

谷
た に

井
い

　園
そ の

夏
か

 さん
（伊呉野/29歳）

シリーズシリーズ㉕㉕

私が輝く私が輝く職職
と こ ろと こ ろ

場場

　地元で働きたいという理由で入社した、
産休・育休を経て職場復帰したなど、社会
進出した女性従業員を紹介しています。

公広がっています！
共下水道の供用開始区域をお知らせします

問い合わせ 上下水道課業務室　☎ 66－ 6190 記事 ID 0054311

　公共下水道事業の供用開始区域が３月31日㈭から
次のとおり広がりました。
　完成した下水道の効果を十分に上げるためには、お

住まいのトイレや台所などから出る汚水、雑排水を下
水道に流す工事（排水設備工事）を早めに行っていた
だくことが必要です。皆さんのご協力をお願いします。

村上地区で供用開始となった区域
（新町・仲間町・本町の一部）  

国道7号 

臥牛山 
（村上城跡） 

　排水設備の設置やくみ取り式トイレの改造には多額の資金がかかります。市では金融機関と協力し、工事資金
の貸し付けも行っていますので、お気軽にご相談ください。

排水設備工事などの資金が心配な方へ
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図書館へ行こう
新 着 図 書 情 報

■中央図書館４月の休館日
　４日、８日、11日、18日、25日
■中央図書館の開館時間
　・火～金曜日　　　　午前９時～午後７時
　・土・日曜日、祝日　午前９時～午後５時

◆…一般書　○…児童書
中央図書館
ホームページ

◆�人面島（中
なか

山
やま

七
しち

里
り

）
◆�維新の終曲（岡

おか

田
だ

秀
ひで

文
ふみ

）
◆�図書室のはこぶね（名

な

取
とり

佐
さ

和
わ

子
こ

）
◆�水中考古学（佐

さ

々
さ

木
き

ランディ）
◆�ドライブ関東甲信越ベスト2022（昭

しょうぶんしゃ

文社）
◆�新しい和の庭づくり（庭

にわ

連
れん

）
◆�「一生老けない」にいいこと超大全（白

しら

澤
さわ

卓
たく

二
じ

）

○�おにごっこ（伝
でんしょうあそ

承遊びを伝
つた

える会
かい

）
○�レッツもよみます（ひこ・田

た

中
なか

）
○�卒業！卓球部（横

よこさわあきら

沢彰）
○�サクラ（おくやまひさし）
○�くらべるえほん�たべもの（ちかつたけお）
○�さわれるまなべるきょうりゅうたち（ニニー）
○�つんつんぱん！（はるのまい）

問い合わせ 中央図書館　☎ 53－ 7511

○
大
ピ
ン
チ
ず
か
ん

　

（
鈴す
ず
木き

の
り
た
け
）

◆
九
星
方
位
気
学
の
本

　

（
田た

ぐ
ち
に
し
ゅ
う

口
二
州
）

◆
ク
ラ
ウ
ド
の
城

　

（
大お

お
た
に
む
つ
み

谷
睦
）

◆
コ
ー
リ
ン
グ
・
ユ
ー

　

（
永な

が
は
ら
こ
う

原
皓
）

問い合わせ 保健医療課健康支援室　☎ 53－ 2111（内線 2431） 記事 ID 0052294

人健康のため人間ドックを受診しましょう
間ドック費用の一部を助成します

次の①～⑤全てに該当する人

① 受診日当日に、村上市国民健康保険に加入している
人、または市に住民登録があり後期高齢者医療制度
に加入している人

② 令和５年４月１日現在の年齢が40歳以上の人
③市が委託する健診機関で人間ドックを受診する人
④ 健診結果を特定健診、特定保健指導のデータとして

利用すること、および後期高齢者医療制度の場合は
新潟県後期高齢者医療広域連合へ提供することに同
意できる人

⑤ 令和４年度の市の健診を受診していない人

１人につき　１万円

対象となる人

助成額

　申請書に必要事項を記入の上、担当窓口に申し込ん
でください。申請書は保健医療課または各支所地域振
興課のそれぞれの窓口のほか、市ホームページからも
ダウンロードできます。

※ 詳しくは、市ホームページをご覧になるかお問い合
わせください

申し込み方法

※２月11日から３月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています
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人　口	 56,936人（－72）

　男		 27,355人（－43）

　女	 29,581人（－29）

世帯数	 22,402世帯（－8）

※（ ）は前月比

（３月１日現在）
人口と世帯数
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　今号の市報はいかがでしたでしょうか。今号から表紙の題字デザインを
変更し、別冊で発行していたお知らせ版は、１冊にまとめることとしまし
た。これからもデザインの変更や工夫を行いながら市民の皆さんが、興味
を持って読んでもらえるような広報紙を目指していきます。今後もご愛読
いただきますようお願いします。（八藤後）

ワンモアショット！む ら か み の 話 題

　卒業生から新入生に教室で使用する机を引き継ぐため、
恒例の「机磨き」が行われました。
　大工さんの協力のもと、３年間お世話になった机に「あ
りがとう」の気持ちを込め、傷んだ部分を研磨し塗料を塗
り、緩んだ留め具などの整備をしました。
　伝統の「机磨き」によりきれいになった机は、これから
入学してくる新１年生を心待ちにしているようでした。

思い出の机を新入生へ
山北中学校の机磨き3／5

のどかちゃん
好物

夢

いちご
プリキュアの
キュアフローラル

つむぐくん
好物

夢

エビフライ

けいさつかん

気持ちを込めて作業をしました

S IM L E

集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学生まで
のお子さんの写真を募集しま
す。（市内在住者に限ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日 ④保護者氏名
⑤電話番号 ⑥写真（５MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

申し込みは
こちらから

 編集後記

市ホームページ 防災メール Facebook YouTube

こ ん げ つ の

キッズモデル
今月は瀬波保育園
のこの2人

小田　花
か

凛
りん

ちゃん　R3.2.11生

（山屋）  　　　　

加藤　柚
ゆず

ちゃん　R3.1.4生
（庄内町）  　

渡邉　笑
え な

愛ちゃん　R1.9.2生（金屋）　　　　

瀬賀　花
はな

乃
の

ちゃん　R1.9.18生

（杉原）  　　　　
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